
エレベータ前「防火戸」

オーレII・TS防煙ドアオーレII・TS防煙ドア

●お問い合わせ、ご用命は

(2019年5月現在)
1905NS⑧1‐010

■当カタログ製品のデザイン、仕様等は改良のため予告なく変更する場合があります。
■写真は印刷物のため、実際の色・材質感とは多少異なる場合があります。

本　　社　 〒542-0081 大阪市中央区南船場2-3-2 南船場ハートビル12F　☎06（4705）2110
東京本社　 〒103-0002 東京都中央区日本橋馬喰町1-14-5日本橋Kビル　☎03（3639）0551
（ホームページ） http://www.toyo-shutter.co.jp
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エレベータ前 たて穴区画対策例

昭和56年建設省告示1111号において、エレベータの乗場戸は、エレベータ昇降路の
「遮煙性能のある防火戸」として認められていました。

下記条件を満たす、危害防止措置（安全性能）が防火設備に義務づけられました。
平成17年12月に建築基準法施行令第112条14項が改正
・閉鎖又は作動するに際して、当該特定防火設備又は防火設備の周囲の人の安全を確保できるものであること

平成17年12月に建設省告示第2563号が改正（防火扉に関連するもののみ抜粋）
・運動エネルギーが10J（ジュール）以下であること
・閉じ力が150N（ニュートン）以下であること

平成12年建築基準法が改正され、これまでの告示1111号が効力を失い、エレベータの昇降機の
部分は、遮煙性能をもつ防火設備で区画しなければならなくなりました。

新法の適用は、平成14年6月1日から全面的に適用され、エレベータ昇降機の防火区画には新
たに「遮炎性能及び遮煙性能を有する防火設備」の設置が義務づけられました。

これまで

建築基準法が改正

平成14年6月1日から全面適用

平成17年12月1日から全面適用平成17年12月1日から全面適用

建築基準法施行令第112条14項が改正

1

スムーズな閉鎖。手動で軽く開放できる。スムーズな閉鎖。手動で軽く開放できる。
・火災時はスピーディに自動閉鎖。
・避難方向に開くので、車イスでの避難時にもとまどうことがなく、スムーズに避難路を確保できます。
・令第123条の規定に準じ、戸は避難方向に開きます。
・随時閉鎖することができます。

直線納まりのすっきりタイプ。直線納まりのすっきりタイプ。
・少ないスペースで有効に機能を発揮する直線納まりです。
・防犯窓（網入ガラス：防火設備）を設置することができます。
・消防ホース引込口を設置することができます。
・潜り戸の設置が可能です。（扉厚は60mm以上となります。吊元扉には下框なしの設置はできません。）

●エレベータ乗場とオーレ閉鎖時に、構成される空間幅が30cm以下の場合に使用されるコストパフォーマンスの高い製品です。
　※30ｃｍの寸法は下図によります。（参考：（社）日本エレベータ協会発行昇降機技術基準の解説2002年版）

●火災時の閉鎖の際に、エレベータの火災管制が必要となることがありますので、ご注意ください。

●東洋シヤッター防火折り戸〈オーレⅡ〉は、従来から消防指導により、３１m以上の高層階部分や病院のエレベータ前に設置して
いる防火折り戸の機能をさらに発展させた、一般ビル対応の「避難者にやさしい」防火戸です。

乗場戸の直前に設ける防火設備との間隔

 乗場戸前の空間を隔てて設置する場合に対応する折り戸（写真は片開き仕様を示します。）

 乗場戸に接して設置する場合に対応する折り戸

認定番号　CAS-0320

エレベータ使用時（オーレⅡ格納状態） 非常時（オーレⅡ閉鎖開始） 非常時（オーレⅡ閉鎖完了） 避難時（オーレⅡ通過時の開放）

大臣認定遮炎・遮煙折り戸

エレベータ側

30cm以下
防火設備の内面

姿図〈潜り戸の設置パターン〉

Ａ１※ Ａ２※ Ａ３ Ａ４

下框なし、同方向開き 下框なし、逆方向開き 下框付き、逆方向開き下框付き、同方向開き ※A1、A2の潜り戸は、オーレ、オーレIIの場合は
　戸先側扉のみ設置可能です。

 潜り戸扉厚： 40mm
 W ： 750～900mm
 H ： 1800～2000mm
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単位：ｍｍ

姿図 鉛直断面

水平断面

両開き（折り戸＋折り戸）納まり図例(オーレⅡ・オーレ共に納まり寸法は、同じです)

・両開き（折り戸＋開き戸）の場合の納まりは、弊社最寄りの営業所までお問い合わせ下さい。
・本図は180度開きを示しますが、90度開き等も可能です。
・（　）内寸法は一例を示す。
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片開き納まり図例(オーレⅡ・オーレ共に納まり寸法は、同じです)

・本図は180度開きを示しますが、90度開き等も可能です。
・（　）内寸法は一例を示す。
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溶融亜鉛めっき鋼板
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あり

溶融亜鉛めっき鋼板

オートヒンジ・空錠
堀込引手・順位調整器
自動フランス落し
フラット金具など  

溶融亜鉛めっき鋼板

45～65mm

さび止め塗装

790～3000mm

1800～3000mm

なし

溶融亜鉛めっき鋼板

オートヒンジ
堀込引手

フラット金具など

溶融亜鉛めっき鋼板

45～65mm

さび止め塗装

1800～3000mm

なし

溶融亜鉛めっき鋼板

オートヒンジ
堀込引手・順位調整器
自動フランス落し
フラット金具など

1140～6000mm（折り戸＋開き戸）

1600～6000mm（折り戸＋折り戸）
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2045～3000mm

←

←

←

←

60, 65mm

←

2045～3000mm

←
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（潜り戸付 　　　　　）（潜り戸なし）

2260mm～6000mm（折り戸＋開き戸）

2945mm～6000mm（折り戸＋折り戸）

1140～6000mm（折り戸＋開き戸）

1600～6000mm（折り戸＋折り戸）

※1 W ・ H の最小寸法は潜り戸の設置タイプにより異なります。 ※2 W が小さい場合は、DW1を潜り戸が納まるサイズにする必要があります。
※1 W ・ H の最小寸法は潜り戸の設置タイプにより異なります。 ※2 W が小さい場合は、DW1を潜り戸が納まるサイズにする必要があります。

2ページの設置パターン
A1～A4参照 （潜り戸付 　　　　　）（潜り戸なし） 2ページの設置パターン

A1～A4参照

3 4

※1、2

※1

※1、2
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認定番号　CAS-0320大臣認定遮炎・遮煙開き戸

大臣認定遮炎・遮煙開き戸 認定番号　CAS-0320

TS防煙ドア
鋼製戸・鋼製シャッター／複合防火設備

TS防煙ドア（戸袋付）
鋼製戸・鋼製シャッター／複合防火設備
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設計範囲
　　　片開き W=800～3000
 H=1800～3000
（扉厚40～80）

設計範囲
潜り戸なし 扉厚45～65
　　　片開き W=750～3000
 H=1800～3000

潜り戸付 扉厚60、65
　　　片開き W=1150～3000
 H=2045～3000
　　　潜り戸：A1～A4 （2ページの設置パターン参照）

　　　両開き W=1200～6000
 H=1800～3000

　　　両開き W=1500～6000
 H=2045～3000

Ｗ

　　　両開き W=1200～6000
 H=1800～3000
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エレベータ使用時（TS防煙ドア格納状態） 非常時（TS防煙ドア閉鎖状態）
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・ドアの回転部分には、開閉に支障がありますので、物を置かないでください。
・扉と枠の間に手などを入れないでください。はさまれてケガをすることがあります。
・これらの製品は特定防火設備及び防火設備です。確実に作動させるため、年に1～2度のメンテナンスをお願いします。

■ご使用上の注意

エレベータ前防火防煙区画の大臣認定品
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遮煙折り戸

遮煙開き戸

防煙シャッター

防火・防煙スクリーン

常開

常開

常閉

常開

常開

特定防火設備

特定防火設備

特定防火設備

特定防火設備

特定防火設備

CAS-0320

CAS-0320

CAS-1034

CAS-0320

CAS-0649

CAS-0695
（エレベータ前の空間を含まない）

CAS-0694
（エレベータ前の空間を含む）

シャッター W 5m超～12m（40m2超）
CAS-1033＋CAS-0320

オーレII

区　分 開き状態 防火性能 姿図例国土交通大臣認定製品名

タイカクロスII

タイカクロス ミニ

TS防煙ドア
（戸袋付）

TS防煙ドア

袖扉連動シャッター
TS PANORAMA（パノラマ）II

大型防煙シャッター＋袖扉（遮煙開き戸）　ウルトラワイド

防煙シャッター＋袖扉（遮煙開き戸）

m5～ ： W ータッャシ
例示仕様＋CAS-0320

シャッター W 5m超～10m（40m2まで）
CAS-0886＋CAS-0320

（ウルトラワイド）

（防煙シャッター）

（防煙シャッターワイド）


